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平成20年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」
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事例紹介

Logo 学生みずから発信する「自分史」作成支援

國學院大學 教学事務部教務課

松本 忠和松本 忠和

Company
Logo 本プログラムの趣旨・目的

キーワード 目的

①コンピテンシー診断 学生による自己理解の深化

社会で必要とされる能力とそれに対応する自身社会で必要とされる能力とそれに対応する自身
の特性への気づき

②振り返り

③ポートフォリオ

④自分史

学生みずから自分史を作成（目標設定と「振り返
り」を行う）、ポートフォリオとして発信

学生が発信するポートフォリオを、教職員が学生
カルテとして活用

学生カルテを活用した学修支援を実施

⑤社会人基礎力 「自分史」を作り上げる作業を通した社会人基礎⑤社会人基礎力 「自分史」を作り上げる作業を通した社会人基礎
力の養成

中途退学を予防し、一人でも多くの学生が社会人基礎力を身につけ、
人間的成長を遂げて社会で活躍できることを目的とする。

退学者・卒業延期者－200（チーム・マイナス200）
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Company
Logo 本プログラムの背景（1/2）

学内的課題 社会的課題・現象

学生（学力）の多様化 ト フリ タ の増加

1. 学内的課題と社会的課題・現象

学生（学力）の多様化

不本意入学者の存在

意欲喪失による退学者の増加

大学への不適応・疎外感

卒業延期者の増加

自己認識・社会認識の不足

ニート・フリーターの増加

早期離職者の増加

ひきこもり

格差の拡大

大学として社会的責任を果たすためのキャリア形成
自立した学生生活⇒社会的自立を目指す

2. 学生の多様化

Company
Logo 本プログラムの背景（2/2）

（年度GPA） 平成18年度入学生 出席率と年度GPAの相関関係

平成18年度入学生 出席率と年度GPAの相関関係
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Company
Logo 本プログラムの独自性（1/2）

1. コンピテンシー診断
診断項目
①進路に対する意識 ②性格の傾向 ③問題解決のスタイル
④基礎学力 ⑤社会的強み ⑥職業への興味

「性格・価値観」といった先天的特性ではなく、「能力・興味・関心・こ
だわり」といった後天的特性を診断

自分の強みと弱みの把握、自己理解の徹底

社会において役に立つ特性と不足する特性の見極め

WEB版学修支援システム（K-SMAPY、ケースマッピーと呼ぶ）に、診断結果
をフィードバック

学生ポートフォリオ（自分史）の基礎資料

2. 自分史作成支援
WEB版学修支援システム「K-SMAPY」における自分史（学生ポートフォリ
オ）の作成

学生の自己評価を促すための情報を提供

自分なりの目標設定、振り返り、評価の入力

面談時には学生カルテとして利用

Company
Logo 本プログラムの独自性（2/2）

大学から学生に提供する情報 学生が入力する情報

① 自分史作成の趣旨説明とメッ
セージ

① 自己評価のための項目

コンピテンシー診断結果に対す
② 自己評価のためのデータ

コンピテンシー診断結果

入学時学力診断結果

③ 自分史を作成するためのデータ

履修情報

GPA

授業への出席情報と参加度

コンピテンシ 診断結果に対す
る評価と感想

過去に頑張って取組んだこと
（学業、課外活動、ボランティ
ア、趣味、スポーツなど）

大学生活においてこれからやり
たいこと、抱負

② キャリア形成のための項目

履修計画、卒業までの学修計画
提出リポートの履歴

受講している教職・資格課程

各種資格・認定試験の情報

学内褒章

課外活動の記録

履修計画、卒業ま 学修計画

印象に残った授業

将来就きたい職業

エントリーシート

その他大学生活において記録し
ておきたいこと
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Company
Logo 本プログラムの進捗状況（1/4）

年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

補助金額 2,081万 1,860万 1,800万 1,600万

コンピテンシー診断コンピテンシ 診断
（自己発見／プログレス

レポート）
実施 実施 実施予定 実施予定

教養演習
「キャリア形成支援」

実施 実施予定 実施予定

学生支援能力向上に
向けた研修会

実施 実施 実施予定 実施予定

「自分史」作成支援
システムの開発

一部機能
リリ ス

一部機能
リリ ス

全機能
リリース

システムの開発 リリース リリース
リリ

予定

面談カルテ
システムの開発

開発予定
リリース

予定

Company
Logo 本プログラムの進捗状況（2/4）
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Company
Logo 本プログラムの進捗状況（3/4）

Company
Logo 本プログラムの進捗状況（4/4）
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Company
Logo 本プログラム実施による効果（1/2）

1. 本プログラムの有効性
コンピテンシー診断によって、学生に自分の強みと弱みを把握
させ、徹底した自己理解の上にキャリア形成を行うことができさせ、徹底した自己理解の上にキャリア形成を行うことができ
る

教職員が、学生ポートフォリオを面談に活用することで、学生
の特性を理解し、その自立と成長を促す支援ができるようにな
る

正課における導入教育と併せて実施していくことにより、約3割
を占める不本意入学者や修学意欲の低い学生に大学生活の意義
を提示できる

Company
Logo 本プログラム実施による効果（2/2）

2. 本プログラムの効果

（前期GPA） 平成20年度入学生 前期出席率と前期GPAの相関関係
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